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車 、
電
子
機
器
な
ど
で
は

プ
ラ
ス
チ
ッ
ク 、
金
属 、

ガ
ラ
ス
な
ど
の
異
材
が
組

み
合
わ
さ
れ
て
お
り 、
特

に
接
着
剤
で
固
定
さ
れ
た
広
が
っ
て
い
る 。

っ
て
可
逆
的
な
シ
ス
ー
ト

部
品
の
分
離
が
困
難
で
あ

ラ
ン
ス
立
体
構
造
変
化
を

光・
熱
を
活
用

る 。
接
着
に
よ
り一
体
化

示
す 。
ア
ゾ
ベ
ン
ゼ
ン
が

し
た
部
品
は 、
廃
棄
時
に

産
業
技
術
総
合
研
究
所

個
々
の
素
材
を
再
利
用
で
（
産
総
研）
で
は 、
使
用

き
な
い 。
こ
の
問
題
の
解
後
に
分
離・
再
利
用
が
可

決
策
と
し
て 、
熱
や
電
気
能
な
「
可
逆
接
着
技
術」

や
光
な
ど
の
外
部
剌
激
に
の
研
究
開
発
を
進
め
て
い

よ
っ
て
容
易
に
剥
離
で
き
る 。
代
表
的
な
研
究
の一

る
「
易
解
体
接
着
剤」
を
つ
に 、
キ
シ
リ
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ー

ル
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用
い
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ば 、
リ
サ
イ
ク
ル
ど
の
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ア
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性
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大
幅
に
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さ
せ
ら
に
複
数
の
ア
ゾ
ベ
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ゼ
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地
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環
境
保
護
や
カ
ー

れ
る
と
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種
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易
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り
再
び
解
体
し
て
液
化
し
え
る
設
計
に
取
り
組
ん
で
み
立
て
が
可
能
な
た
め 、

て
脱
離
す
る
特
性
を
持
い
る 。
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つ 。
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に
も

熱
と
い
っ
た
刺
激
を
活
用

る 。

し
て 、
化
学
結
合
を
可
逆

こ
れ
ら
の
可
逆
接
着
技

「
1

度
き
り
の
固
定」

的
に
切
断・
再
形
成
す
る
術
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で
は
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分
子
設
計
を
行
っ
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な
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再
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て
再
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い 。

の
接
着
剤
が
そ
の
ま
ま
使
た 、
再
接
着
に
よ
る
再
組

（
木
曜
日
に
掲
載）

熱

鬱響疇雪冒鵬 た—-

ミ｀二量体 • ....ァソトラセン

解
体・
リ
サ
イ
ク
ル
容
易
に

産総研材料基盤研究部門
首席研究員

秋山陽久

9 ,  

液晶用光配向膜の研究で博士取
得後、97年産総研の前身であるエ
業技術院物質工学工業技術研究所
入所。 光応答性表面制御材料や表
示材料の研究を経て、09年ごろか
ら現在まで光可逆接着剤の研究に
従事。高耐久性接着技術の研究に
も従事している。
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